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学習目標と狙い

キャッシュレス社会は日本のビジネスにどのような影響を与えるのか、キャッ
シュレス社会の現状を検証し、来るべき社会について学ぶ。
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キャッシュレス社会がどうして進行しているか、その背景についても学ぶことができ、社会を構造的にとらえることに役立ちました。
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第1回 キャッシュレスの概要
第2回 FinTech市場の拡大に向けたアプローチ

～みずほフィナンシャルグループの事例～
ゲスト：大久保 光伸氏
（株式会社みずほフィナンシャルグループ／株式会社Blue Lab CTO）

第3回 スマートマネー構想～auが進めるFinTech～
ゲスト：藤井 達人氏
（auフィナンシャルホールディングス株式会社

執行役員 最高デジタル責任者 兼 フィンテック企画部長）
第4回 LINE Pay の取り組み

ゲスト：池田 憲彦氏（Line Pay株式会社 プロダクト室 室長）
第5回 OMOで実現する次世代の店舗体験

ゲスト：新田 剛史氏（株式会社Showcase Gig 代表取締役）

【概要】
日本政府は「未来投資戦略2017」において、2027年6月までにキャッシュレス決済
比率を倍増し、4割程度まで引き上げることを目指しています。
さらに、経済産業省が2018年に纏めた「キャッシュレスビジョン」では、2025年ま
での4割程度の前倒し達成と、将来的な80％目標を掲げてます。その背景として、労
働者人口減少の時代における生産性向上に向けて、実店舗等の無人化省力化、不透明
な現金資産の見える化など、大きなメリットがあることが挙げられます。北欧や中国
といった海外諸国がキャッシュレス社会を実現している中、今後キャッシュレス社会
は日本のビジネスにどのような影響を与えるのでしょうか。本講座では、キャッシュ
レス社会の現状を検証し、来るべき社会について展望します。


